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2020.04.15 大会運営委員会 

 

1. 全日本オープン選手権大会（7月11日・12日開催予定）について 

5 月 10 日の協会執行部の会議により、7月の開催が困難であると判断された場合は、9月 20 日・21 日

開催予定の全日本社会人選手権大会を、全日本オープン選手権大会に計画を変更いたします。 

9 月開催が実施可能かどうかの判断は、7月以降に改めて発信をいたします。 

 

2. 全日本社会人選手権大会（9月 20日・21日開催予定）について 

全日本オープン選手権大会の7月開催が困難であると判断された場合、本年度の全日本社会人選手権大会

は、中止といたします。 

全日本オープン選手権大会が7月に開催された場合は、現時点では計画通りの実施を予定しています。 

 

3. 全日本選手権大会（12月 26日・27日開催予定）について 

出場権獲得対象大会（※1）がすべて開催された場合は、現時点では、計画通りの実施を予定しています。

レギュレーションの変更もありません。 

出場権獲得対象大会が１つでも中止となった場合には、本年度に限り、出場権制を廃止し、全エントリー

レグが参加可能な大会レギュレーション（※2）に変更いたします。 

理由：①不公平感を出さずにレギュレーション変更することが難しいため 

②大会中止が相次ぎ、選手ファーストとして考えると多くの選手が参加できる大会に企画変更した

方が今年度のこの状況を考慮すると望ましいと考えたため 

以上の2点になります。 

つまり、全日本オープン選手権大会が 7月に開催されなかった場合には、全エントリーレグが参加可能な

大会レギュレーションに変更となります。 

（※1）全日本オープン選手権大会・全日本社会人選手権大会・全日本学生選手権大会・北海道選手権 

大会、大阪オープン 

（※2）全レグを受け入れる方針でレギュレーションを考えています。エントリーレグ数によっては、 

1 試合の時間を短くする必要が生じたり、朝早く夜遅くなる必要が生じる可能性もございますが、

ご理解いただけますよう、お願いいたします。詳細は、別途ご案内いたします。 

 

4. 全日本団体対抗戦（2021年 1月30・31日開催予定）について 

現時点では、計画通りの実施を予定しています。 

 

5. JOC全日本ジュニア選手権大会（2021年２月 20・21日開催予定）について 

現時点では、計画通りの実施を予定しています。 


